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刑事裁判権を含む通常裁判権に関するドイツ連邦共和国の最高裁判所た
る連邦通常裁判所 (BGH: Bundesgerichtshof) のとりわけ交通事犯を管轄
する第４刑事部 (4. Strafsenat) は，2018年３月１日に３件の「暴走運転






Ⅰ は じ め に

















なお，この３件について，BGHは報道官発表 (Mitteilung der Presse-
stelle) を発表して説明している。そこで，本稿の事案および判決紹介に
ついては，同報道官発表 (Bundesgerichtshof Mitteilung der Pressestelle Nr.
45 /2018) および各判決 (ベルリン事件：Urteil vom 1.20184StR
399 /17, ブレーメン事件：Urteil vom 1.20184StR 311 /17，フラン
















ベルリン地方裁判所 (Landgericht Berlin Urteil vom 27. Februar 2017)
は，被告人両名を共同正犯としてそれぞれ謀殺罪，危険な傷害罪，道路交
通の故意の危殆化罪との観念的競合により (wegen Mordes in Tateinheit
mit 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被告人は, 連邦高速道路５号 (アウトバーン５：BAB5) につながるイン
ターチェンジの交差点内に，信号はすでに７秒前から赤であったにもかか








フランクフルト・アム・マイン地方裁判所 (Landgericht -Frankfurt am




































































































(１) いわゆる被害者参加であるが，ここでは “Nebenklage” を ｢公訴参加｣
と訳した。
(２) 被告人が有していた二輪の A2免許は，いわゆる中型免許であり 35
kW＝47.6馬力までの二輪車に乗れる免許であった。
(３) ドイツでは14歳以上18歳未満が少年 ( Jugendlicher)，18歳以上21歳未
満が青年 (Heranwachsender) であり，少年裁判所法 ( Jugendgerits-
gesetz) の適用対象となる。Vgl. Heribert Ostendorf, Jugendstrafrecht, 7.
Aufl., Rn 25.
(４) Vgl.Baumann /Ulrich Weber/Wolfgang Mitsch /Eisele, Straf-
recht AT., 9. Aufl., 2016, 	11 Rn. 7.
(５) Vgl. Helmut Frister, Strafrecht AT., 6. Aufl., 2013. 	11 Rn. 4 ff.
(６) Vgl. Klaus Leipold /Stephan Beukelmann, Praxishinweis, NJW-Spezial,
2018 heft 9, S. 280.
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